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第 20回 画像の認識・理解シンポジウム

MIRU2017 LATEX2ε クラスファイルの使い方

画像 花子1,a) 認識 太郎2,b) 理解 次郎2,c)

1. はじめに

本稿は MIRU2017用の原稿サンプルです．アスキー版

pLATEX2ε に基づいて作成しています．

2. 原稿の書き方

2.1 言語

使用言語は，日本語または英語です．

2.2 ページ数

ページ数は 4ページ以下として下さい．

2.3 著者名と所属

著者名と所属，連絡先メールアドレスを原稿に明記して

下さい．住所の記載は不要です．口頭発表候補論文の評価

方法はシングルブラインドとなります．

2.4 概要とキーワード

概要とキーワードは省略して下さい．
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